
 

 

 

 

 

 

 

１．準絶滅危惧種である「イワダレソウ」の成長を見守っています 

レッドデータブックあいち 2020 に記載されている準絶滅危惧植物「イワダレソウ」を小松島に植栽しま

した（2021 年９月 29 日）。海岸の砂地に生育し、県内では渥美半島の太平洋側が生育地です。地面をはう

ように大きくなり、７～10 月には、円柱状のかわいい花（約２cm）が観察できます。植えた時は、とても

小さな株でしたが、徐々に大きくなっています。絶滅危惧種「ハギクソウ」と一緒に是非ご覧ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．特定外来生物である「オオキンケイギク」の駆除活動を実施しました（2022 年 5月 19日） 

 特定外来生物である「オオキンケイギク」が確認されているため、自然再生の取組の一環として、渥美半
島生態系ネットワーク協議会会員の免々田川（めめだがわ）を守る会、田原市役所の皆様にボランティアと
してご協力いただき、駆除作業を行いました。 
園内のオオキンケイギクは、2016 年から継続する駆除活動により、かなり数が減ってきています。今回

は、グラウンドやキャンプ場周辺まで範囲を広げて駆除ができました。 
今後も継続的に監視・駆除を行っていきます。ご多忙の中、作業いただき、誠にありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

これから花が咲きます。 

「いらご さららパーク」は、渥美半島先端の田原市伊良湖地域の原風景である「砂丘と湧水（オアシス）の
再生」をテーマに伊良湖休暇村公園内に愛知県が整備した園地です。皆様のご来園を心よりお待ちしております。 

いらご さららパーク通信 No.12 2022 年 6 月 

愛知県環境局環境政策部自然環境課 

 

主な見分け方 

・花の直径は５～７cm で中心部まで

黄色 

・花びらの先端に不規則に４～５つの

ぎざぎざ 

・葉が根元近くに集まっている 

・葉は細長いへら状で、周囲はなめら

か 

 

駆除したオオキンケイギクはゴミ袋５３袋分になりました。 

小松島 

＜オオキンケイギク＞   
・ 北アメリカ原産のキク科の多年草で、観賞用や緑化用として明治

時代に日本に持ち込まれ定着しました。 
・ 5～7月頃に黄色い花を咲かせます。 
・ 繁殖力が強く、日本に昔からある植物を駆逐してしまいます。 
・ 外来生物法に基づく特定外来生物に指定されています。生きたま

まの運搬や栽培、譲渡などが原則として禁止されています。 
※お住まいの地域で駆除活動がありましたら、ご協力お願いします。 
 

池の近くです。 

足元に注意。 
 

イワダレソウ 



＜お問い合わせ先＞ 
愛知県環境局環境政策部自然環境課 調整・施設・自然公園グループ 

〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目 1 番 2 号 
電話：052-954-6227、ファックス：052-963-3526 

 E メール：shizen@pref.aichi.lg.jp 
＊事業の詳細はウェブページをご覧ください。  

https://www.pref.aichi.jp/kankyo/sizen-ka/shizen/irago/irago.html  

３．いらご さららパークのラベンダーで芳香蒸留水を作りました（2022年５月３日） 

ゴールデンウィークに開催された東三河ふるさと公園の“ふるさと春まつり”の体験ブースにて、自然関

連の活動団体である「ほの国自然ソムリエの会」と「Ｒ精油の会」が、いらご さららパークで採取したラ

ベンダーの花から芳香蒸留水を製作しました。多くの来園者が自然の香りを楽しんでいました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４.ＡＥＬネット環境学習スタンプラリーに参加します 

AELネット（Aichi Environmental Learning Networkの略）に加盟する環境学習施設、市町等が連携して

スタンプラリーを開催します。「いらご さららパーク」でもスタンプを獲得することができますので、是非

お越しください。スタンプを集めて応募すると記念品が当たるかも!? 

【開催期間】2022年 6月 21日（火）から 2023年 2月 23日（木・祝）まで 

【スタンプ設置場所】休暇村伊良湖（きゅうかむら いらご） 本館フロント  

【スタンプ可能時間】7:00～21:00 

※スタンプ帳もご用意しております。また、スマホやタブレットからも参加可能です。 

詳細はウェブページをご覧ください。https://ael-stamp.jp 

 

５.「自然観察サポーター」のガイドによる自然観察会 

「いらご さららパーク」の園地は自由に散策することができますが、より詳しく自然について学びたい
方のために、休暇村の「朝のお散歩会」（7:00～）に併せて「自然観察サポーター」のガイドによる自然観
察会を毎週１回程度行っています。どなたでも参加していただけますので、是非お越しください。 
休暇村伊良湖のブログ（https://www.qkamura.or.jp/irago/blog/）では、自然観察サポーターが園地の

見どころを発信しています。こちらも是非ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒441-3615 田原市中山町大松上１ 
電話：0531-35-6411 
https://www.qkamura.or.jp/irago/ 
 

自然観察会の概要 
【実 施 日】原則、毎週日曜日 

                   【集合場所】田原市中山町大松上１ 休暇村伊良湖 本館ロビー 
                                   （園地に隣接する建物です。） 
                   【所要時間】30分～１時間程度（天候等により変更。途中退出可。） 
                   【そ の 他】・参加費無料、事前申込不要 

・少雨決行、荒天中止  
・参加された方には、記念品をプレゼント！ 

※実施日等については変更する可能性があります。事前に休暇村伊良湖（0531-35-6411）へご確認ください。 

 
休暇村伊良湖は、「いらご さららパーク」に隣接し、宿泊

はもちろん、日帰りでお食事のみのご利用も可能です。 
野外施設として、キャンプ場、コテージ、テニスコート、

グラウンド、体育館などがあります。 

●←いらご さららパーク 

 

柔らかな香りです。 

リラックス効果や鎮痛

作用があるそうです！ 

 

休暇村伊良湖情報 


